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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基準値を含む所定範囲内において設定値を変更可能なマニュアル設定モードと、設定値
が自動的に設定されるオート設定モードと、のいずれかの設定モードにより設定値を設定
することのできる所定の調整項目を有する電子機器において、
　前記設定値が前記マニュアル設定モード又は前記オート設定モードのいずれにあるかを
表示し、且つ前記設定値が前記マニュアル設定モードにある場合は前記所定範囲における
どの位置にあるかを表示可能な表示部と、
　前記設定値を移動させる操作部材と、
　前記マニュアル設定モードにおいて、前記操作部材により前記設定値を前記基準値から
該マニュアル設定モードにおける前記所定範囲の下限方向に移動させ、前記設定値が前記
下限に達したときに、該設定値を更に下限方向に移動させるように前記操作部材を操作し
た場合に、前記設定値を前記オート設定モードに移動させ、
　前記マニュアル設定モードにおいて、前記操作部材により前記設定値を前記基準値から
該マニュアル設定モードにおける前記所定範囲の上限方向に移動させ、前記設定値が前記
上限に達したときに、該設定値を更に上限方向に移動させるように前記操作部材を操作し
た場合に、前記設定値を前記オート設定モードに移動させ、
　前記オート設定モードにおいて、前記操作部材により前記設定値を移動させるように前
記操作部材を操作した場合に、前記設定モードを前記マニュアル設定モードに移動させ、
その際、前記設定値を前記基準値に移動させる制御部と、
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を備えることを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子機器であって、
　前記表示部は、前記設定値が前記マニュアル設定モードにある場合に該設定値が移動可
能な、前記基準値を挟んで一方から他方に延びる領域として示されるマニュアル設定表示
部と、
　前記マニュアル設定表示部に隣接して配置されるとともに、前記設定値が前記オート設
定モードにある場合に位置するオート設定表示部とを有することを特徴とする電子機器。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の電子機器であって、
　前記電子機器がカメラであり、前記調整項目が画像調整に関する項目であることを特徴
とする電子機器。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の電子機器であって、
　前記オート設定モードが選択されている場合、前記表示部における前記オート設定モー
ドの表示形態が非選択時と異なる表示形態となることを特徴とする電子機器。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の電子機器であって、
　前記基準値が選択されている場合、前記表示部における前記基準値の表示形態が非選択
時と異なる表示形態となることを特徴とする電子機器。
【請求項６】
　基準値を含む所定範囲内において設定値が変更可能なマニュアル設定モードと、設定値
が自動的に設定されるオート設定モードと、のいずれかの設定モードにより設定値を設定
することのできる調整項目と、前記設定値が前記マニュアル設定モード又は前記オート設
定モードのいずれにあるかを表示し、且つ前記設定値が前記マニュアル設定モードにある
場合は前記所定範囲におけるどの位置にあるかを表示可能な表示部と、前記設定値を移動
させる操作部材と、を有する電子機器に備えられたコンピュータを、
　前記マニュアル設定モードにおいて、前記操作部材により前記設定値を前記基準値から
該マニュアル設定モードにおける前記所定範囲の下限方向に移動させ、前記設定値が前記
下限に達したときに、該設定値を更に下限方向に移動させるように前記操作部材を操作し
た場合に、前記設定値が前記オート設定モードに移動させる手段と、
　前記マニュアル設定モードにおいて、前記操作部材により前記設定値を前記基準値から
該マニュアル設定モードにおける前記所定範囲の上限方向に移動させ、前記設定値が前記
上限に達したときに、該設定値を更に上限方向に移動させるように前記操作部材を操作し
た場合に、前記設定値を前記オート設定モードに移動させる手段と、
　前記オート設定モードにおいて、前記操作部材により前記設定値を移動させるように前
記操作部材を操作した場合に、前記設定モードを前記マニュアル設定モードに移動させ、
その際、前記設定値は前記基準値に移動させる手段、として機能させるためのプログラム
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画調等における設定値の変更が可能なカメラ等の電子機器及びプログラムに
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、調整可能な設定項目を表示部に表示し、表示されている画面上においてユーザが
、その設定項目の現在の設定値を変更することのできる電子機器が種々提案されている（
例えば、特許文献１、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開平２－１９７８６３号公報
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【特許文献２】特開平５－３００４２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の課題は、電子機器において各種調整項目の設定値を変更する際の、ユーザイン
ターフェースを更に改良することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、以下のような解決手段により前記課題を解決する。なお、理解を容易にする
ために、本発明の実施形態に対応する符号を付して説明するが、これに限定されるもので
はない。
【０００５】
　請求項１に記載の発明は、基準値を含む所定範囲内において設定値を変更可能なマニュ
アル設定モードと、設定値が自動的に設定されるオート設定モードと、のいずれかの設定
モードにより設定値を設定することのできる所定の調整項目を有する電子機器（１）にお
いて、前記設定値が前記マニュアル設定モード又は前記オート設定モードのいずれにある
かを表示し、且つ前記設定値が前記マニュアル設定モードにある場合は前記所定範囲にお
けるどの位置にあるかを表示可能な表示部（６）と、前記設定値を移動させる操作部材（
５１）と、前記マニュアル設定モードにおいて、前記操作部材（５１）により前記設定値
を前記基準値から該マニュアル設定モードにおける前記所定範囲の下限方向に移動させ、
前記設定値が前記下限に達したときに、該設定値を更に下限方向に移動させるように前記
操作部材（５１）を操作した場合に、前記設定値を前記オート設定モードに移動させ、前
記マニュアル設定モードにおいて、前記操作部材（５１）により前記設定値を前記基準値
から該マニュアル設定モードにおける前記所定範囲の上限方向に移動させ、前記設定値が
前記上限に達したときに、該設定値を更に上限方向に移動させるように前記操作部材（５
１）を操作した場合に、前記設定値を前記オート設定モードに移動させ、前記オート設定
モードにおいて、前記操作部材（５１）により前記設定値を移動させるように前記操作部
材（５１）を操作した場合に、前記設定モードを前記マニュアル設定モードに移動させ、
その際、前記設定値を前記基準値に移動させる制御部（７）と、を備えることを特徴とす
る電子機器（１）である。
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の電子機器であって、前記表示部（６）は、
前記設定値が前記マニュアル設定モードにある場合に該設定値が移動可能な、前記基準値
を挟んで一方から他方に延びる領域として示されるマニュアル設定表示部（６２ａ）と、
前記マニュアル設定表示部に隣接して配置されるとともに、前記設定値が前記オート設定
モードにある場合に位置するオート設定表示部（６２ｂ）とを有することを特徴とする電
子機器（１）である。
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の電子機器であって、前記電子機器が
カメラ（１）であり、前記調整項目が画像調整に関する項目であることを特徴とする電子
機器（１）である。
　請求項４に記載の発明は、請求項１～３のいずれか１項に記載の電子機器であって、前
記オート設定モードが選択されている場合、前記表示部（６）における前記オート設定モ
ードの表示形態が非選択時と異なる表示形態となることを特徴とする電子機器（１）であ
る。
　請求項５に記載の発明は、請求項１～４のいずれか１項に記載の電子機器であって、前
記基準値が選択されている場合、前記表示部（６）における前記基準値の表示形態が非選
択時と異なる表示形態となることを特徴とする電子機器（１）である。
　請求項６に記載の発明は、基準値を含む所定範囲内において設定値が変更可能なマニュ
アル設定モードと、設定値が自動的に設定されるオート設定モードと、のいずれかの設定
モードにより設定値を設定することのできる調整項目と、前記設定値が前記マニュアル設
定モード又は前記オート設定モードのいずれにあるかを表示し、且つ前記設定値が前記マ
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ニュアル設定モードにある場合は前記所定範囲におけるどの位置にあるかを表示可能な表
示部（６）と、前記設定値を移動させる操作部材（５１）と、を有する電子機器（１）に
備えられたコンピュータを、前記マニュアル設定モードにおいて、前記操作部材（５１）
により前記設定値を前記基準値から該マニュアル設定モードにおける前記所定範囲の下限
方向に移動させ、前記設定値が前記下限に達したときに、該設定値を更に下限方向に移動
させるように前記操作部材（５１）を操作した場合に、前記設定値が前記オート設定モー
ドに移動させる手段と、前記マニュアル設定モードにおいて、前記操作部材（５１）によ
り前記設定値を前記基準値から該マニュアル設定モードにおける前記所定範囲の上限方向
に移動させ、前記設定値が前記上限に達したときに、該設定値を更に上限方向に移動させ
るように前記操作部材（５１）を操作した場合に、前記設定値を前記オート設定モードに
移動させる手段と、前記オート設定モードにおいて、前記操作部材（５１）により前記設
定値を移動させるように前記操作部材（５１）を操作した場合に、前記設定モードを前記
マニュアル設定モードに移動させ、その際、前記設定値は前記基準値に移動させる手段、
として機能させるためのプログラムである。
　なお、符号を付して説明した構成は、適宜改良してもよく、また、少なくとも一部を他
の構成物に代替してもよい。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、電子機器において各種調整項目の設定値を変更する際の、ユーザイン
ターフェースを改良することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、図面等を参照し、本発明の実施形態について説明する。本実施形態では、電子機
器としてレンズ交換式のデジタルカメラを例に説明する。図１は、本実施形態のカメラ１
の構成を示すブロック図である。図２は、図１に示すカメラ１を背面側から見た図である
。なお、背面とは、撮影者が画像を撮影する場合のカメラ１における撮影者と正対する面
を指すものとする。図１に示すように、カメラ１は、撮像部２、記録部３、上面操作部４
、背面操作部５、表示部６及び制御部７を備える。
【０００８】
　撮像部２は、カメラ１に装着されたレンズ８を通過した被写体光を電気信号に変換する
光－電気変換素子である。撮像部２には、例えば、ＣＣＤ（Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｃｈａｒｇ
ｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）、ＣＭＯＳ（ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　ｍｅｔａｌ－ｏｘｉｄ
ｅ　ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）等を使用することができる。
【０００９】
　記録部３は、撮像部２の出力に基づいて生成された画像データを記録する画像データ記
録部である。記録部３は、例えば、フラッシュメモリ等の書換可能な記録媒体を着脱可能
に装着することができるスロット部等を備えている。
【００１０】
　表示部６は、メニュー画面、スルー画、撮影済み画像等の各種画像を表示する部分であ
る。なお、本明細書において、画像には、文字等も含まれるものとする。表示部６には、
例えば、液晶表示装置（ＬＣＤ）等を使用することができる。
【００１１】
　上面操作部４は、図２に示すように、電源スイッチ４１、レリーズスイッチ４２等を備
えている。電源スイッチ４１は、撮影者が電源回路のオンオフ操作を入力するものである
。レリーズスイッチ４２は、撮影者がレリーズ操作を行うものである。このレリーズスイ
ッチ４２は、カメラ本体の上面部から突き出して設けられた円形の押しボタンである。
【００１２】
　背面操作部５は、例えば、撮影者が撮影条件の設定を行う際等に操作を行う部分である
。背面操作部５は、表示部６に表示された設定値の移動等を行うセレクタスイッチ５１、
及び入力を確定する旨の信号を発信する決定ボタン５２を備える。背面操作部５は、更に
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、表示部６に表示させる内容を選択する再生ボタン５３及びメニューボタン５４等を含む
。セレクタスイッチ５１は、後述するように、表示部６に表示された調整項目の設定値を
上下、左右方向に移動させる操作部材であり、円形部材の上下左右に、移動方向を記した
マークが付されている。このセレクタスイッチ５１は移動方向を記したマーク部分が押さ
れたときに、その際に画面上で選択されている調整項目の位置を、押された方向に１つだ
け移動するものである。即ち、セレクタスイッチ５１は選択されている位置の移動方向の
み選択可能で、移動量を変更することはできない。
【００１３】
　図１に戻り、制御部７は、上述した撮像部２、記録部３、操作部４及び表示部６を含む
、カメラ１に備えられた各電気要素を統括的に制御する部分であり、例えば、ＭＰＵ等の
演算装置を備えている。制御部７は、撮影時の諸条件を制御する撮影条件制御部７１を備
え、更に撮影条件制御部７１は、撮影画像の画調を調整する画調調整制御部７２を有する
。ここで、画調とは、被写体の輪郭、コントラスト、明るさ、彩度、色合い等をいう。ま
た、この画調調整制御部７２は、図示しない記憶部に記憶されたプログラムにより、調整
項目の設定値を後述するフローチャートに従って移動させる。
【００１４】
　画調調整は、まず、背面操作部５のメニューボタン５４より、画調調整を選択して行わ
れる。図３は画調調整を選択した場合に、表示部６に示される画像を示した図である。図
示するように、表示部６には、「輪郭強調」、「コントラスト」、「明るさ」、「彩度」
及び「色合い」といった項目が表示される。また、これらの項目は、図３に示すようにカ
メラ１の背面から見た場合に、左側に設けられた文字部６１と、右側に設けられた各項目
の設定状態を示す設定状態表示部６２とで表されている。設定状態表示部６２は、更にマ
ニュアル設定表示部６２ａとオート設定表示部６２ｂとを含む。
【００１５】
　設定状態表示部６２における、「コントラスト」と「彩度」のラインには、左右に並ぶ
８つの四角い図形が表示されている。そのうちの最も右側の図形には「＋」の文字が付さ
れている。右から４つめの図形は、他の図形より若干大きく、「０」の文字が付されてい
る。「０」の文字が付された図形から左に３つめの図形には、「－」の文字が付されてい
る。これらの、右から７個の図形でマニュアル設定表示部６２ａを構成する。最も左側の
図形は、その右側に隣接する図形に対して、他の図形間の間隔より若干広い間隔を開けて
配置されている。また、「０」の文字が付された図形と同様に他の図形より若干大きく、
「Ａ」の文字が付されている。この、最も左側の図形は、オート設定表示部６２ｂを構成
する。
【００１６】
　「明るさ」及び「色合い」のラインにおける、画面上で左右に並ぶ四角い図形は７個で
あり、マニュアル設定表示部６２ａのみ設けられている。また、「輪郭強調」のラインに
は、左右に１１個の四角い図形が並べられている。そのうちの最も右側の図形には「９」
の文字が表示され、他の図形より若干大きい。また、左から２つめの図形には「０」が表
示され、「９」が付された図形と同様に他の図形より大きい。この右から１０個の図形で
マニュアル設定表示部６２ａを構成する。最も左側の図形の、「０」が付された図形との
間隔は、他の図形間の間隔より若干が広い。その最も左側の図形には、「Ａ」の文字が付
されており、その大きさは、「９」及び「０」が付された図形と同様に他の図形より大き
い。この、最も左側の図形は、オート設定表示部６２ｂを構成する。
【００１７】
　ここで、現在の設定値が、マニュアル設定表示部６２ａにある場合、カメラ１の設定モ
ードはマニュアル設定モードであり、「－」から「＋」までの所定範囲、又は「０」から
「９」までの所定範囲内において設定値を変更可能である。また、図３に示す、「輪郭強
調」における「０」から右側に４つめの位置、「コントラスト」、「明るさ」、「彩度」
及び「色合い」における「０」が付された位置は、マニュアル設定モードにおける基準値
を示す。基準値とは、撮影における標準的な値である。「輪郭強調」の場合、「０」から
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右側に４つめの基準値から右側の「９」に向かう方向に設定値を移動させると、画像の輪
郭の度合いが強いくっきりとした画像になる。一方、左側の「０」に向かう方向に設定値
を移動させると、画像の輪郭の度合いが弱いソフトな画像になる。「コントラスト」の場
合、基準値「０」から左側の「－」に向かう方向に設定値を移動させると、コントラスト
が弱くなり軟調な画像となる。「０」から右側の「＋」に向かう方向に設定値を移動させ
ると、コントラストが強くなり硬調な画像となる。「明るさ」の場合、基準値「０」から
左側の「－」に向かう方向に設定値を移動させると暗くなり、「０」から右側の「＋」に
向かう方向に設定値を移動させると明るくなる。「彩度」の場合、「０」から左側の「－
」に向かう方向に設定値を移動させると鮮やかさが抑えられ、「０」から右側の「＋」に
向かう方向に設定値を移動させるとより鮮やかになる。「色合い」の場合、例えば肌色を
基準にすると、「０」から左側の「－」に向かう方向に移動させると赤みが増し、「０」
から右側の「＋」に向かう方向に移動させると黄色が増す。
【００１８】
　また、「輪郭強調」、「コントラスト」及び「彩度」におけるオート設定表示部６２ｂ
の「Ａ」は、設定値がオート設定モードにあることを示す。オート設定モードは、画像を
認識してその画像に適するように自動的に画調が設定されるモードである。
【００１９】
　次に、動作について説明する。まず、上述したように、カメラ１の電源スイッチ４１を
入れて背面操作部５のメニューボタン５４を押すと、表示部６には、記録する画像の仕上
がりを撮影シーンや好みに合わせて設定するための設定を行う画調調整、画質モード、及
び画像サイズ等の項目が表示される。セレクタスイッチ５１の上下のマーク部分を押して
、これらの項目の中から画調調整を選択して決定ボタン５２を押し、表示部６の画面を画
調調整画面に移動させる。
【００２０】
　図３で示す画調調整画面に移動した場合、画像調整画面における各項目の設定値は、マ
ニュアル設定モード又はオート設定モードのうちの、前回の撮影時に設定されたモードに
ある。更に、マニュアル設定モードが設定されていた場合、現在の設定値は、前回の撮影
時の設定値と同じ位置にある。この状態でセレクタスイッチ５１の上下のマーク部分を押
して設定する項目を選択する。図３は、「コントラスト」を選択した場合を示したもので
ある。「コントラスト」のラインが他の部分より明るく表示され、選択されていることが
わかるようになっている。
【００２１】
　図４は、例えば、設定項目として「コントラスト」を選択した後において、設定値を変
更する場合の画調調整制御部７２における、図示しない記憶部に記録されたプログラムに
従った演算装置の動作を示すフローチャートである。また、図５は、その操作を行う際の
、設定値の移動の様子を示した図である。まず、演算装置は、前回の設定モードが、マニ
ュアル設定モードであるかを判断する（ステップ１、以下Ｓ１という）。前回の設定モー
ドが、オート設定モードの場合（Ｓ１，ＮＯ）、後述するＳ１０へ移動する。前回の設定
モードが、マニュアル設定モードである場合（Ｓ１，ＹＥＳ）、設定値を、前回の設定値
と同じ位置とする（Ｓ２）。図５（ａ）は、前回の設定値が、基準値「０」であった例を
示し、現在の設定値は前回の設定値と同じ「０」である。なお、現在の設定値を、図５に
おいて黒地で示す。ここで、設定値を変更せずに基準値「０」で撮影を行う場合は、図２
の決定ボタン５２を押し（Ｓ３，ＹＥＳ）、設定は終了する。
【００２２】
　Ｓ３において決定ボタン５２が押されずに（Ｓ３，ＮＯ）、撮影者によりセレクタスイ
ッチ５１における変更を希望する方向のマーク部分が押された場合（Ｓ４，ＹＥＳ）、例
えば現在の設定値が図５（ｄ）に示すマニュアル設定モードにおける「－」方向の限界値
（下限）、又は「＋」方向の限界値（上限）であるかの判断を行う（Ｓ５）。「－」方向
の限界値（下限）又は「＋」方向の限界値（上限）でない場合（Ｓ５，ＮＯ）、セレクタ
スイッチ５１の方向に設定値を移動する（Ｓ６）。即ち、例えば図５（ａ）の状態からセ
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レクタスイッチ５１の「－」側が押されると、図５（ｂ）で示すように、現在の設定値を
、基準値「０」が付された図形の左隣の図形へ移動する。
【００２３】
　設定値の移動先が、撮影者の所望の設定値である場合、決定ボタン５２が押されて（Ｓ
７，ＹＥＳ）設定は終了する。決定ボタン５２が押されない場合（Ｓ７，ＹＥＳ）、Ｓ４
へ戻る。また、Ｓ４においてセレクタスイッチ５１が押されない場合は、Ｓ３に戻る。
【００２４】
　Ｓ５において、設定値が図５（ｄ）で示す「－」方向の限界値（下限）であり（Ｓ５，
ＹＥＳ）、Ｓ４において押されたセレクタスイッチ５１の方向も「－」方向であった場合
（Ｓ８，ＹＥＳ）、設定値をマニュアル設定モードからオート設定モードへ移動させる（
Ｓ９）。また、Ｓ５において「＋」方向の限界値（上限）であり（Ｓ５，ＹＥＳ）、Ｓ４
において押されたセレクタスイッチ５１の方向も「＋」方向であった場合（Ｓ８，ＹＥＳ
）も、設定値をマニュアル設定モードからオート設定モードへ移動させる（Ｓ９）。即ち
、設定値を図５（ｅ）で示す「Ａ」の位置に移動させる。ここで、決定ボタンが押される
（Ｓ１０，ＹＥＳ）と、設定は終了する。
【００２５】
　セレクタスイッチ５１が押されたとき（Ｓ４，ＹＥＳ）、図５（ｄ）で示す「－」方向
の限界値（下限）であるが（Ｓ５，ＹＥＳ）、押されたセレクタスイッチ５１の方向が「
＋」方向であった場合（Ｓ８，ＮＯ）、また、セレクタスイッチ５１が押されたときに（
Ｓ４，ＹＥＳ）、「＋」方向の限界値（上限）であるが（Ｓ５，ＹＥＳ）、押されたセレ
クタスイッチ５１の方向が「－」方向であった場合は（Ｓ８，ＮＯ）、セレクタスイッチ
５１の方向に設定値を移動させる（Ｓ６）。
【００２６】
　Ｓ９において現在の設定値がオート設定モードの「Ａ」の位置に移動したが（図５（ｅ
））、この位置で決定ボタンが押されずに（Ｓ１０，ＮＯ）、セレクタスイッチ５１が押
された場合（Ｓ１１，ＹＥＳ）、現在の設定値を画面上において押された方向に１つだけ
移動させるのではなく、図５（ｆ）に示す、マニュアル設定モードの基準値「０」へ設定
値を移動させる（Ｓ１２）。そしてＳ３に戻り、上述の処理を繰り返す。また、Ｓ１１に
おいてセレクタスイッチ５１が押されない場合Ｓ１０に戻る。
【００２７】
　なお、「コントラスト」以外の「彩度」については上述した「コントラスト」と同様に
調整することができる。また「輪郭強調」の場合は、「０」が輪郭強調を行わない「下限
値」であり、「９」が輪郭強調を最も強く行った「上限値」であり、その中間である「４
」の位置が基準値である。「明るさ」及び「色合い」については、オート設定モードは設
けられていない。
【００２８】
　以下、本実施形態の効果を説明する。
（１）例えば、本実施形態では、マニュアル設定モードにおいて、セレクタスイッチ５１
により設定値を基準値から該マニュアル設定モードにおける所定範囲の上限又は下限方向
に移動させ、設定値が上限又は下限に達したときに、設定値を更に上限又は下限方向に移
動させるように操作部材を操作した場合に、設定値をオート設定モードに移動する。この
ように、マニュアル設定モードから、オート設定モードへの移動を容易に行うことができ
るため、操作がしやすい。
【００２９】
（２）また、オート設定モードにおいて、設定値を移動させるようにセレクタスイッチ５
１を操作した場合に、設定モードがマニュアル設定モードの基準値に移動する。したがっ
て、マニュアル設定モードにおいて画調調整を基準値から行うことができ、調整しやすい
。また、オート設定モードで設定値を移動した場合、マニュアル設定モードの画面上で隣
接する図形に移動せず、基準値に戻るため、マニュアル設定モードとオート設定モードと
の非連続性をより認識しやすく、マニュアル設定モードとオート設定モードとの差別化が
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できる。
【００３０】
（３）比較例として、複数の画調調整項目が表示されている画面において、その複数の画
調調整項目の中から例えばコントラストを選択すると、その複数の画調調整項目が表示さ
れた画面とは異なるコントラスト設定画面に移動し、そのコントラスト設定画面において
コントラストの調整を行う場合を考える。この比較例と比べると、本実施形態は、１つの
画面で全ての画調調整項目が、その設定値とともに表示されるため、全体像が把握しやす
い。
【００３１】
（４）マニュアル設定モードでは、現在の設定値のレベルが基準値からの距離で示されて
いる、例えば、「強い」「標準」「弱い」という言葉で選択する場合と比べたときに、現
在の設定値レベルを視覚的に把握しやすい。また、より細かく設定することができる。
（５）マニュアル設定モードと、オート設定モードとの間の隙間が、マニュアル設定モー
ドの個々の図形の間の隙間より大きい。したがって、マニュアル設定モードと、オート設
定モードとの領域の区別がより明確になる。
【００３２】
（変形形態）
　以上、説明した実施形態に限定されることなく、以下に示すような種々の変形や変更が
可能であり、それらも本発明の範囲内である。
【００３３】
（１）本実施形態では、レンズ交換式のデジタルカメラを例にして説明したが、これに限
定されない。表示部を有するカメラであればレンズ非交換式デジタルカメラであって、ビ
デオカメラであってもよい。更に、カメラに限定されず、他の電子機器であてもよい。
【００３４】
（２）また、本実施形態では、画調調整における設定レベルの表示は、左右に並ぶ複数の
四角い図形で表示で表したが、これに限定されない。例えば図６（ａ）に示すように、マ
ニュアル設定モードにおいては左右に延びる線上のいずれの位置にあるかで現在の設定値
の位置を表示することもできる。また、マニュアル設定モードにおける設定レベルの表示
は本実施形態と同様であるが、オート設定モードにおける表示のみ、異なる形状で表して
もよい。図６（ｂ）はオート設定モードの表示のみ、丸形状で表した変形形態を示した図
である。オート設定モードの表示のみ異なる形状で表すことにより、マニュアル設定モー
ドとオート設定モードとの区別がより明確になる。
【００３５】
　更に、画調調整における設定レベルの表示は、左右に延びる図形に限定されず、例えば
図７（ａ）で示すように、オート設定モードを示す表示が中央部にあり、その周りを四角
表示が基準値を中心として丸く囲むようにしてもよい。図７（ｂ）はオート設定モードを
示す表示が中央部にあり、その周りを、基準値を中心として四角表示が三角に並んだ変形
形態である。また、図７（ｃ）は画調調整における設定レベルの表示が、縦方向に延びる
変形形態である。図７（ｄ）は画調調整における設定レベルの表示を立体的に表した変形
形態を示した図である。
【００３６】
（３）例えば、マニュアル設定モードが選択されている場合、表示部６におけるマニュア
ル設定モードの表示形態を非選択時と異なるようにし、また、オート設定モードが選択さ
れている場合、表示部６におけるオート設定モードの表示形態を非選択時と異ならせるよ
うにしてもよい。例えば、選択されている設定モードの図形を黄色く表示し、選択されて
いない設定モードの図形を白く表示することができる。また、選択されている設定モード
の図形を明るくし、選択されていない設定モードの図形を暗くすることができる。このよ
うに表示することで、現在の設定値と合わせて更に現在、オート設定モードであるのかマ
ニュアル設定モードであるのかを容易に把握することができる。更に、設定値として選択
されている部分の色をマニュアル設定モードでは例えば黄色、オート設定モードでは例え
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【００３７】
（４）基準値が選択されている場合、表示部６における基準値の表示形態を非選択時と異
なるようにしてもよい。例えば、基準値が選択されている場合、選択されていない場合よ
り図形の大きさを大きくすることもできる。このようにすることで、現在、基準値が選択
されているのかどうかを容易に把握することができる。
【００３８】
（５）本実施形態では、カメラの画調について説明したが、これに限定されず、カメラに
おいて露出やＬＣＤの輝度についても適用できる。また、ＡＦ，ＡＥ系におけるその他設
定にも適用可能である。
（６）本実施形態では、セレクタスイッチをカメラの本体に設けたがこれに限定されず、
例えば、リモコン装置に設けることもできる。
　なお、実施形態及び変形形態は、適宜組み合わせて用いることもできるが、詳細な説明
は省略する。また、本発明は以上説明した各実施形態によって限定されることはない。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本実施形態のカメラの構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示すカメラを背面側から見た図である。
【図３】画調調整を選択した場合の表示部の画像を示した図である。
【図４】設定値を変更する場合の操作を示すフローチャートである。
【図５】設定値を変更する場合の設定値の移動を示す図である。
【図６】本発明の変形形態における設定状態表示部を示した図である。
【図７】本発明の変形形態における設定状態表示部を示した図である。
【符号の説明】
【００４０】
　１：カメラ、２：撮像部、３：記録部、４：上面操作部、５：背面操作部、６：表示部
、７：制御部、５１：セレクタスイッチ、６２：設定状態表示部、７１：撮影条件制御部
、７２：画調調整制御部
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